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校長 山﨑 聡子 

笑顔いっぱい かがやく入谷っ子

橋をかける 

 先日，廊下を掃除している友達に，細かな所

を掃くための道具を届けにきてくれた子供がい

ました。友達が使うだろうなと考えて，そっと

持ってきてくれたことに対し，「 持ってきてく

れてありがとう」と声をかけていました。２人

ともとてもいい表情をしていて，素敵だなあと

思いました。自分のちょっとした行動が，友達

の助けに繋がり，「 ありがとう」の言葉でお互

いの心が温かな思いで繋がり合える。こういう

ことは，日常の中でたくさん行われていること

と思いますが，その瞬間に出会えることに幸せ

を感じます。次の日には，「 僕のことを教室で

もみんなに話してくれたんだ」と嬉しそうに話

してくれました。このことにも大きな意味があ

ると思っています。友達の良さをみんなと共有

していくことは，みんなの力にも繋がっていく

ことであると考えます。自分が受けた温かな気

持ちを言葉に出して伝えるということは，感じ

ている当人同士を越えて，同じ空間にいる人達

の心に伝わっていくからです。温かな心がさら

に大きく広がっていったことを嬉しく思いまし

た。 

２０１９年，３８年ぶりに日本に来日された

ローマ教皇の言葉が思い出されました。「 人と

人の間に壁を作るのでなく，壁を壊して，橋を

かけていきましょう」という言葉です。「 橋を

かける」ためには，言葉が大切なものとなるだ

ろうと考えます。言葉は思いをのせていくもの

であり，良い言葉は，人と人を繋ぐものである

からです。「 ありがとう」という言葉は大切な

言葉の一つ。けれど，人を傷つける言葉は，人

と人との間に亀裂を生じさせるとともに，自分

自身も傷つけ，それを聴いている仲間も傷つけ

るものになると考えます。だからこそ，言葉を

大切にしていきたいと思っています。 

精神分析学の創始者として知られるＳ・フロ

イトが「人間にとって最も大切なことは何か」

と問われた時に，「 愛することと働くことであ

る」と答えたということを大学の講義で学んだ

ことがあります。その中で「愛すること」とい

うのは，好き・嫌いという感情を越え，意志の

力なのだということも教えていただきました。 

感情を越えて自分の生き方を決定していくこ

とは，誇れる自分になれると同時に強さを求め

られるものであろうと思います。ローマ教皇が

話された，「 橋をかける」ためには，感情を越

え，意志の力で言葉を使っていくことが大切な

ことになるだろうと思っています。 

６２２万３４０１人（文科省：学校基本調査

令和３年度８月：「全国の小学校在籍者数」）の

中で，４６７人（令和４年１月現在）が入谷小

学校の児童として集い出会えたことは，確率的

に奇跡的ではないでしょうか。この奇跡的な出

会いの中で，一人一人には，その人にしかない

素晴らしさがあることをみんなが知り，共有し

ていくことでお互いが繋がり合える関係を日々

築きあげていくことを大切にしていきたいと思

います。そして，豊かな繋がりを創っていける

ように，良い言葉をお互いに使うことができる

ことも大切にしていきたいと思います。 

これから，様々な課題を多くの人達と協働的

に解決していくことが求められる社会の中で生

きていくだろうと言われている子供たちに，同

じ空間，同じ場所に集うことができた仲間と感

情を越えて関わる強さを，御家庭と共に育てて

いくことも大切にしていきたいと思います。 

 


